
「むごい教育」を考える その２ 
～総がかりで，生きていく力（生きる力）を身につけさせる～  

 
校長 三 上 幸 喜 

 

 穏やかな秋晴れの中，たくさんのご来賓の皆様，保護者・家族，地域の皆様をお迎えして，学芸会

を実施することができました。ご来校いただきました皆様方に，心より感謝申し上げます。 

子ども一人一人が役割を分担し，責任を自覚しながら練習や発表に臨みました。これまでの練習

の成果を，台詞や群読などの ，表情や演技などの ，そして 感動を思いっ切り

表現することができました。一人一人が達成感を味わうとともに，自己有用感（大切な存在）を感

じることができました。小さな涌元小学校にとって大変貴重な『 』となりました。 
 

さて，前回に引き続き について考えていきたいと思います。以下に手紙をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この手紙は『はなちゃんのみそ汁』（文春文庫）の冒頭の一節です。 

ご存じの方もいらっしゃると思いますが，乳がんの告知を受けた小学校 

の音楽教師 安武
やすたけ

千恵さんと娘・はなちゃんのお話です。母・千恵さんが 

 

（本文より）でした。 

様々な考え方があると思いますが，私は，幼い娘を遺して死ななければならない母の壮絶な覚悟

と娘への真の愛情を感じました。心を揺さぶられました。 

千恵さんは，時間が許す限り，当時４歳のはなちゃんに，料理の基本である包丁の使い方，そし

て，みそ汁の作り方を教えたそうです。自分がいなくなっても，生きていくことができる“生きて

いく力”を身につけさせるために，時には，心を鬼にして実践したそうです。 

母は３３歳の短い生涯を閉じました。母と娘との約束は「 」でした。 
 

そのために，涌元小職員が一丸となって取り組んでまいります。           

保護者・家族，地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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